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ݴ　ྫ

１ɽຊ報告͸、鎌倉市台字西ノ台1418番10におい࣮ͯࢪしͨ台山遺跡（鎌倉市/P.29）の発掘調査報告
で͋Δ。

２ɽ発掘調査͸平成26年8月28日からಉ年10月10日にかけͯ、個人専用住宅の建ઃに൐う国ิݿॿ事
。しͨ。調査のର৅面積͸、40.4㎡で͋Δࢪͱしͯ鎌倉市教育委員会が࣮ۀ

３ɽ発掘調査ମ੍͸、Ҏ下のͱおりで͋Δ。
　　　主೚調査員　　押木弘己（鎌倉市文化財՝ ྟ時త೚用৬員）
　　　調　査　員　　小໺Նࢠܡ٢ా、ࡊ（鎌倉市文化財՝ ྟ時త೚用৬員）
人、੕　ӫ人、ԕ౻խኍ、ླ木හ文、大ᖒਗ਼य़ٛౢࡾ、೭ܒ道෉、ླ木ౢڇ　　員　ۀ　࡞　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ެӹ社ஂ๏人　鎌倉市シϧόー人ࡐηンλー）
　　　੔ཧࢀۀ࡞Ճ者　押木弘己、ԕ౻ҁࢠ（鎌倉市文化財՝ ྟ時త೚用৬員）
４ɽຊ報告のࣥචͱ編集͸、押木が行ͬͨ。
５ɽຊ報告で࢖用しͨࣸਅ͸、ݱ地ŋ出土遺物ͱ΋押木がࡱӨしͨ。
６ɽݱ地調査ならͼにຊ報告の࡞成に౰ͨり、Ҏ下のॾࢯから͝教ࣔをͨͬࣀ。記しͯँײしͨい。
ŋി中ढ़޷৳原܀　　 （໌ެӹ財ஂ๏人かながわߟ古ֶ財ஂ）、ࣚݟ一෉（鎌倉市教育委員会）
６ɽຊ調査に܎わΔ出土遺物おΑͼ֤種記࿥ྨ͸、鎌倉市教育委員会がอ؅しͯいΔ。ຊ調査地のུশ

͸市教育委員会の౷一基४にैͬ ʮ̙̞ͯ１４０３ʯͱし、出土品への஫記なͲに࢖用しͨ。
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ຌ　ྫ

１ɽૠਤのॖई͸、遺構・遺物ͱ΋にਤ中に表ࣔしͯいΔ。
２ɽຊ書中に記載しͨ国土࠲ඪ஋͸、世քଌ地ܥ（第ᶟܥ�東日ຊ大਒ࡂ後のิਖ਼஋）に基ͮいͯいΔ。
３ɽૠਤにࣔしͨ方位ඪ͸࠲ඪ北（̮軸）で、ਅ北͸これΑり0°09′25″ほͲ東にৼれͯいΔ。
４ɽ遺構ૠਤ中のਫߴࢳ͸、ւൈ஋をࣔ͢。
５ɽ遺物ૠਤ中、அ面をࠇくృりͭぶしͨ΋の͸須恵器で͋Δこͱを表͢。　　　
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第一章　遺跡の位置と歴史的環境

第１節　遺跡の立地
台山遺跡͸鎌倉市北෦に位ஔし、鎌倉֗道（主ཁ地方道 ԣ඿鎌倉ઢ）ͱ+3ԣ須լઢを北にݟ下Ζٰ͢

ྕඌࠜの্෦から੄෦にかけཱͯ地しͯいΔ。ٰྕ地ܗ͸ଟຎٰྕからࡾ浦半ౡ方面へଓく΋ので、鎌
倉市北෦の大෦分を構成しͯいΔ。遺跡ൣғ͸北西～南東に700̼、北東～南西に͸300̼のن໛を΋ち、
ඪߴ͸18 ～ 74̼をଌΔ。ຊ地఺͸遺跡ൣғのほ΅中ԝに位ஔし、+3北鎌倉Ӻから300̼ほͲ西のٰྕ
্に所在͢Δ。ඍ地ܗͱしͯ͸遺跡の南東୺ͱなΔ北鎌倉ঁֶࢠԂۙ辺が࠷΋ߴ位に͋り、北西に向け
ͨ急ޯ഑の下りࣼ面を経ͯޫরࣉの南でඪ34̼ߴほͲのҌ෦ͱなΔ。ຊ地఺͸、このҌ෦から25̼ほ
Ͳ北西に͋り、گݱでのඪߴ͸36.5̼をଌΔ。ຊ地఺が面͢Δ北西�南東方向の道路͸ඌࠜےの中ԝを
一௚ઢに؏いͯいΔが、これ͸ઓ前にւ܉কߍのఛ宅地を造成しͨࡍに௨されͨ΋のでʮւ܉௨りʯͱ
の௨শが͋Δ。この時の造成にΑͬͯҌ෦の北西ଆ͸大きく࡟平をडけͨ΋のͱݟられ、௚ઢ道路の྆
αΠドに͸޿い平ୱ面がଓいͯいΔ。ຊདྷ͸北西に向けͯߴまΔ地ܗがࠓগしଓいͯいͨので͋Ζう。
ຊ地఺Ҏ西のඌ্ࠜで発掘調査ྫがօແなの͸、ઓ前の造成にΑͬͯ遺跡がࣦわれͯしまͬͨこͱに因
Δので͸ないだΖうか。ඌࠜの北੄෦に͸໌月୩から発しͨ小ା୩川が西ྲྀし、ݱ状で180̼෯の։ੳ
୩をܗ成しͯいΔ。گݱのඪߴ͸15̼前後でਪҠ͢Δ。南੄෦に΋120̼෯の୩が西に։ޱしͯおり、
ͦの一෦͸遺跡ൣғに಺แされͯいΔ。ඪߴ͸、20 ～ 28̼前後で͋Δ。

第２節　周辺の調査成果
台山遺跡で͸、これまでに16地఺で発掘調査が࣮ࢪされͯいΔ（平成27年8月ݱ在）。このうち、ຊ

調査͸15地఺目での調査ྫͱなΔ。
ਤ1に͸、遺跡಺の調査地఺を࣮ࢪしͨॱにࣔしͨ。ະ報告の地఺΋͋ͬͯ۩ମతな調査成Ռがෆ໌

なέーε΋͋Δが、ྫزか代表తな成Ռにͭいͯ঺հ͢Δ。地఺1͸ত和49年、্ࡾ次உࢯにΑֶͬͯ
ज़調査ͱし࣮ͯࢪされͨ。ඪ60̼ߴऑのٰྕ্で弥生後期ŋ古墳後期ŋ時期ෆ໌の竪穴住居が֤1ݢ検
出され、中世で͸かわらけが出土しͨͱいう。地఺2ŋ5ŋ7͸北鎌倉ঁֶࢠԂのࣷߍ建ઃに൐い࣮ࢪされ、
周辺の小字からʮ台山౻࣏ݯ遺跡ʯͱݺばれͯいΔ。この第1次調査（地఺2）で͸ೄ文時代のؕͱし穴
1基や、弥生時代中期Ҏ߱の竪穴住居18ݢ、古墳時代の竪穴住居13ݢ、平҆時代の竪穴住居5ݢが検出
されͯいΔ。中世で͸道路状遺構や14 ～ 16世紀の遺物が発ݟされͯいΔ。第2次調査（地఺5）で΋ೄ
文ૣ期～前期のؕͱし穴2基のଞ、弥生後期の竪穴住居1ݢ、奈良຤～平҆ॳ期の竪穴住居1ݢが検出
されͯいΔ。中世の遺構͸確認されͯいないが、や͸り14 ～ 16世紀の遺物が発ݟされͯいΔ。第3次
調査（地఺7）で͸弥生後期後半～古墳時代の竪穴住居5ݢ、平҆時代の竪穴住居1ݢが検出され、中世
で͸段੾り造成面やピット列が確認されͯいΔ。中世の遺物͸、14 ～ 15世紀代の製品が中৺ͱなΔ。

このଞ、地఺3ŋ4で͸弥生後期を中৺ͱ͢Δ竪穴住居8ݢが確認されͯおり、地఺8で͸中世後期の
南北溝2৚が確認されͯいΔ。地఺9で͸弥生時代後期の竪穴住居4ݢ、古墳時代の竪穴住居2ݢͱ掘ཱ
柱建物1౩、古墳後期຤～奈良時代前半の竪穴住居2ݢが発ݟされͯいΔ。古代Ҏ前の掘ཱ柱建物や奈
良時代の竪穴住居͸、台山遺跡で͸ॳΊͯの確認ྫͱなͬͨ。地఺10͸ٰྕࣼ面にཱ地͢ΔͨΊ遺構ŋ
遺物ͱ΋গなかͬͨが、弥生後期～古墳前期のピット2基が検出され、弥生中期後葉の宮ノ台式ᆵܗ土
器が出土しͯいΔ。地఺11ͱ14ŋ16͸ಉじ਽ஃ状の造成面にཱ地しͯおり、地఺16で͸中世段階でٰ
ྕࣼ面のؠ盤をͯͬ࡟平৔を造成しͯいΔ状گが確認されͯいΔ。ͦの後΋࡟平面্に੔地層をॏͶͯ
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利用されͯおり、ٰྕ੄にԊͬͯഉਫ目తで͋Ζう溝が։࡟されͯいͨ。出土かわらけの༷૬から造成
の։࢝期͸14世紀前半まで૎ΔՄೳੑが͋Δが、土地利用の中৺͸14世紀຤～ 15世紀代で͋ͬͨͱߟ
えられΔ。地఺12΋ٰྕのࣼ面中ෲにཱ地し、਽ஃ状の平৔においͯ中世の遺構面3ຕが確認されͯい
Δ。遺構͸土坑ͱピットが中৺で、一෦のピット͸ฒぶՄೳੑが͋Δ。遺物の༷૬から、15世紀代の
中葉～後半を中৺に土地利用がなされͯいͨͱߟえられΔ。

Ҏ্を੔ཧ͢Δͱ、台山遺跡で͸ٰྕ্を中৺にൣ޿ғにわͨͬͯ弥生時代～平҆時代の竪穴住居が
分෍しͯおり、֤時代の集落ల։が೺ѲされͯいΔこͱになΔ。集落の։࢝時期͸弥生時代中期後葉の
宮ノ台式期ͱなΖうが、この段階で͸発ݟされͯいΔ住居の਺΋গなく、ݱ時఺の調査成Ռで͸大ن໛
集落のଘ在͸૝ఆできない。弥生後期のٱϲ原式～弥生町式期に住居ݢ਺が૿Ճし、古墳時代前期まで
一ఆن໛の集落がܧଓ͢ΔΑうで͋Δ。古墳中期に͸地఺5ŋ7で竪穴住居が3ݢ、地఺9で土坑1基が発
શに͸్絶しないΑうで͋Δ。古墳後期にな׬されͯおり、ଞ地Ҭのྫに࿙れͣୀைに͸ೖΔ΋ののݟ
Δͱ࠶ͼ住居ݢ਺͸૿Ճにసじ、後期຤～奈良時代前半にܧଓ͢Δ状گ΋ӐえΔ。ଓく平҆時代にೖͬ
ͯ΋、一ఆن໛の集落がଘଓ͢ΔΑうで͋Δ。Ҏ্͸大まかな時期۠分に基ͮく記ड़で͋ΔͨΊ、報告
され֤ͨ遺構のؼ属時期をৄࡉに೺Ѳ͢Δこͱで集落変遷の࣮૬が໌らかになͬͯこΑう。

まͨ、ೄ文時代の発ݟ遺構͸ࠓのͱこΖؕͱし穴にݶられͯいΔが、ૣ期～前期ͱൺֱత古い時期の
遺構΋ؚまれͯいΔこͱから、鎌倉周辺のೄ文社会のܗ成աఔをߟえΔ্でوॏな成ՌͱいえΔ。

中世においͯ͸14世紀後半～ 15世紀代に土地利用がਐんだこͱが໌らかͱなりͭͭ͋り、弘҆ޒ年
（1282）のԁ֮ࣉ૑建に൐う土地։発͸、ຊ遺跡෇ۙまで͸ٴばなかͬͨこͱがਪଌできΔ。ຊ地఺の
北東にۙい西台山ӳ月Ӄޫরࣉ͸時फࣉӃで、౻୔市ਗ਼ড়ޫ ಺に建෢二年ڥ。の຤で͋Δ（ࣉ༡行）ࣉ

（1336）໏を΋ͭ҆山ؠ製板ൾがݱଘ͢Δこͱから14世紀前半にࣉҬの੔備がਐんだՄೳੑ͸͋Δが、
この段階で͸周辺の޿いൣғにまで։発がٴばなか༷ͬͨࢠが、遺跡಺༰から͸Ӑい஌れΔ。

【図1に示した調査地点の報告書】
　1ɽӑ໺　1974　ؽ　ʮ神奈川県鎌倉市台遺跡調査報告書ʯ　h 人文ֶՊ紀ཁ 第ɦ59ा　東ژ大ֶ教ཆֶ෦人文ՊֶՊ
　2ɽख௩௚थଞ　1985　h 台山౻࣏ݯ遺跡 　ɦ台山遺跡発掘調査ஂ　
　3ɽᜊ木ल雄ŋफᢕल໌　1985　ʮ3ɽ台山遺跡ʯ　h 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1 　ɦ鎌倉市教育委員会
　4ɽྛۄඒஉଞ　1988　ʮ6ɽ台山遺跡ʯ　h 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書4 　ɦ鎌倉市教育委員会
　5ɽ大Տ಺　ษ　1996　h 台山౻࣏ݯ遺跡　第2次調査報告 　ɦ台山遺跡発掘調査ஂ
　6ɽ大্周1992　ࡾ　ʮ4ɽ台山遺跡ʯ　h 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書8 鎌ɦ倉市教育委員会
　7ɽफᢕल໌　1993　h 台山౻࣏ݯ遺跡ᴷ第3次調査報告ᴷ 　ɦ台山౻࣏ݯ遺跡発掘調査ஂ
　8ɽ໺ຊݡ二　1997　ʮ台山遺跡ʯ　h 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書13（第1分冊）ɦ　鎌倉市教育委員会
　9ɽ若দඒஐ1998　ࢠ　h 台山遺跡発掘調査報告書ᴷ西ノ台1733�1֎地఺ᴷ 　ɦ台山遺跡埋蔵文化財発掘調査ஂ
　　　　　　　　　　　　ŋ東国ྺ࢙ߟ古ֶڀݚ所
　　　　　　　　  1999　ʮ台山遺跡ʯ　h 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書15（第2分冊）ɦ　鎌倉市教育委員会
　10ɽ2001　࣮　　ܧ　ʮ台山遺跡ʯ　h 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書17（第2分冊）ɦ　鎌倉市教育委員会
　11ɽ৿　2002　ࢠ޹　h 台山遺跡発掘調査報告書 　ɦ༗ݶ会社 ത௨
　12ɽҏ୮まͲか　2004　ʮ台山遺跡ʯ　h 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書20（第2分冊）ɦ　鎌倉市教育委員会
　13ɽ2007年度調査ŋະ報告
　14ɽ2009年度調査ŋະ報告
ɹ15． 2014೥౓ௐࠪŋຊ報告
　16ɽ2015年度調査ŋະ報告

【参考文献】
　鎌倉市࢙編ࢊ委員会編　1959　h 鎌倉市࢙　社ࣉ編 　ɦ鎌倉市
　ന井Ӭ二編　1976　h 鎌倉事య 　ɦ東ژಊ出൛
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第二章　調査の方法と経過

第１節　調査に至る経緯
、ճの調査͸個人専用住宅の建ઃに൐う埋蔵文化財の記࿥อଘ調査ͱしͯ鎌倉市教育委員会（Ҏ下ࠓ

市教委）が࣮ࢪしͨ。
建ஙܭըで͸基礎޻事ͱしͯਂさ10̼の杭をଧઃ͢Δこͱから、市教委で͸平成26年4月16日ͱ17

日の二日間にわͨͬͯ埋蔵文化財の確認調査を࣮ࢪしͨ。この݁Ռ、地表下60DNで古墳時代の遺物แ
ؚ層が検出され、地表下80ᶲの関東ローム層্で͸3基の遺構が確認されͨこͱから、建ங޻事の࣮ࢪ
にઌཱͬͯຊ֨తな発掘調査を࣮͢ࢪΔඞཁが͋Δͱの൑அにͨͬࢸ。

～地調査͸平成26年8月28日ݱ 10月10日の໿1か月半をかけ࣮ͯࢪしͨ。次અでड़΂Δ֦ு۠΋ؚΊ、
。ऴతな調査面積͸40.4㎡ͱなͬͨ࠷

第２節　調査の方法
調査۠͸、掘࡟に൐う࢒土ஔき৔を確อ͢Δඞཁから北半෦のᶗ۠ͱ南半෦のᶘ۠ͱに分割し、ᶗ۠

からᶘ۠のॱに調査をਐΊͨ。ᶗ۠の南෦からᶘ۠のほ΅શҬで古墳時代後期の竪穴住居が検出され、
さらにᶘ۠の南西֎に΋ಉ遺構がଓくこͱが確認されͨ。この෦分で͸表土下15ᶲで遺構の確認面に
ୡ͢Δが、建ஙܭըで͸カーϙートの基礎޻事が確認面෇ۙにまでٴぶՄೳੑが͋ͬͨこͱから、޻ࢪ
ର৅ͱなΔ໿4㎡のൣғにͭいͯ調査۠を֦ுしͯ遺構ϓϥンの確認を行ͬ （ͨਤ2）。

表土掘࡟͸ᶗŋᶘ۠ͱ΋ॏ機にΑͬͯ行い、֦ு۠にͭいͯ͸人ྗで行ͬͨ。遺物แؚ層Ҏ下͸શͯ
人ྗにΑͬͯ掘࡟し、ॱ次遺構の確認ͱ掘࡟、次いでࣸਅࡱӨŋଌྔਤ࡞成ͱいͬͨ記࿥ۀ࡞をਐΊͨ。

ଌྔに౰ͨͬͯ͸国Ո࠲ඪ஋を載せͨ基४杭をෑ地಺にઃఆし、主にޫ೾ଌّڑでଌఆしͨ࠲ඪ஋を
方ࢴ؟にϓロット͢Δ方๏で平面ਤを࡞成しͨ。国Ո࠲ඪのҠઃ͸、市道্にઃஔされͨ都市࠶生֗۠
ଟ֯఺ʮ10#49ʯͱಉิॿ఺ʮ4"529ʯの二఺間関܎を΋ͱに։์トϥόーε๏にΑͬͯ行ͬͨ。ඪߴに
ͭいͯ͸、ଟ֯఺ʮ10#50ʯ（33.374̼）をى఺に௚઀ਫ४ଌྔを܁りฦしͯෑ地಺のଌྔ杭にҠઃしͨ。
これらଌྔの基४ͱし֤ͨଟ֯఺おΑͼิॿ఺の国Ո࠲ඪ஋͸、平成23年3月11日に発生しͨ東日ຊ
大਒ࡂ後のิਖ਼஋で͋Δ。

第３節　調査の経過
前ड़のͱおり、調査͸ᶗ۠からᶘ۠のॱにਐΊͨ。ᶗ۠の表土掘࡟͸平成26年8月27日に࣮ࢪし、

ཌ28日に調査用۩をൖೖしͯຊ֨తに調査にணखしͨ。遺構の確認ͱ掘࡟、ਤ面࡞成おΑͼࣸਅࡱӨ
ͱいͬͨ記࿥ۀ࡞をਐΊ、9月16日に͸ᶗ۠の調査をऴྃしͯ9月17日にᶘ۠の表土掘࡟を行ͬͨ。ᶘ
۠ͱ֦ு۠にͭいͯ΋ᶗ۠ͱಉ༷に掘࡟ͱ記࿥ۀ࡞をਐΊ、古墳時代の遺構調査を10月2日にऴྃしͨ。
この後͸関東ローム層Ҏ下の確認坑を掘࡟しͯچ石器時代の調査をࢼみͨ。Ҏ্を経ͯ、10月10日に
͸調査用۩をఫ収しͯݱ地での調査޻ఔをશͯऴྃしͨ。

出土品౳の੔ཧおΑͼຊ報告の࡞成͸平成26年度後半から27年度前半にかけͯ、鎌倉市教育委員会
文化財՝分ࣨにおいͯஅଓతに行ͬͨ。
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図２　調査区配置図および遺構全体図
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図３　調査区壁セクション図

第三章　基本土層
　
ຊ地఺͸ٰྕのඌ্ࠜにཱ地しͯおり、鎌倉市಺の調査遺跡ͱしͯ͸ྫのগない関東ローム層を基盤

ͱしͯいΔ。ローム層͸্૯層群のؠ盤্にଯ積し、૬໛໺台地におけΔ一ൠతなཱ川ローム層ͱ͸༷
૬をҟにしͯいͨ。ຊ地఺で͸ඪ33.9̼ߴから35.9̼まで2̼のްさを΋ち、্෦で͸̗ 1 層૬౰の層
ংまで͸೺ѲできΔΑうで͋Δ（܀原৳ࢯ޷ŋി中ढ़໌ࢯの͝教ࣔにΑΔ�෇編�ਤ1ࢀর）。ඪ33.9̼ߴ
Ҏ下で͸、土৕分ੳの݁Ռから、ඇςϑϥݯىのଯ積が૝ఆされͯいΔ（෇編ࢀর）。

ਤ3に͸、ローム層Αり্位の土層ଯ積状گをࣔしͨ。ݱ地表面͸36.5̼で、表土層͸30 ～ 40ᶲの
ްさを΋ͭ。この下位の1層ͱ2層͸ͱ΋に古墳時代Ҏ߱の遺物แؚ層で、1層に͸෦分తに表土がೖ
り込み、2層Αりೈ࣭で͋Δ。໌確なؼ属͸௫Ίなかͬͨが、1層までが中世遺物のแؚ層で、2層͸古
代Ҏ前の遺物แؚ層になΔ΋のͱࢥわれΔ。一෦、2層௚下でιϑトローム層（-14
が確認され、ೄ文
時代にଯ積し ʮͨ෋࢜ࠇ৭土（'#）ʯ͸遺ଘしͯいなかͬͨ。遺構確認͸、ローム層্面で行ͬͨ。

前ষで΋ड़΂ͨΑうにຊ地఺の北西ଆにͭいͯ͸ʮւ܉௨りʯなͲઓ前の造成にΑͬͯ遺跡が࡟平を
໤ͬͯいΔՄೳੑがߴいが、ຊ地఺で͸古墳後期Ҏ߱、2層のܗ成段階においͯローム層ۙくまで࡟平
がٴんでいΔ状گを確認できͨ。南東のඌࠜҌ෦に向けͯ͸、ଟগͱ΋遺跡が良޷にͯͬ࢒いΔこͱが
ਪ࡯されΔ。
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3a　暗褐色土　橙色スコリア多い。　

3b　暗褐色土　橙色スコリア少量。　

3c　暗褐色土　ローム粒多い。

3d　暗褐色土　3c 層よりローム粒減少。

3e　暗褐色土　ローム粒多量。　

3f　暗褐色土　ローム粒多量。

8　 暗褐色土　土器片多量。

9 　暗褐色土　締まり弱い　

10　黄褐色土　ローム土主体。締まり弱い。

11　暗褐色土　ロームブロック多量。上面硬化。住居の貼り床か。

12　暗褐色土　ローム粒少量。締まり、粘性ややあり。

13　暗褐色土　ローム粒少量。粘性ややあり。

14　暗褐色土　ローム粒少量。13 層より締まりあり。

15　暗褐色土　ローム粒少量。締まり、粘性ややあり。

16　暗褐色土　締まり弱い。

17　暗褐色土　締まりやや強い。

17′　暗褐色土　締まり弱い　
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第四章　発見された遺構と遺物

ճの調査で͸ローム層্面で3基の竪穴遺構ͱ10基ほͲのピットが検出されͨ。竪穴遺構のうち1ࠓ
基͸カマドなͲ෇ଳࢪઃのଘ在から、住居で͋Δこͱが೺Ѳでき （ͨ竪穴2）。この北ଆで΋షりচ状の
硬化面が確認され、住居ͱしͯのՄೳੑ΋ߟえられΔが、ͦのଞのࢪઃࠟ跡が発ݟできなかͬͨこͱか
ら竪穴に͸ؚまなかͬͨ。ピットのうちԿ基か͸ෑ地ڥքઢにԊうΑうにฒぶ༷ࢠ΋Ӑえͨが、間ִが
一ఆでなく、෴土༷૬΋۠ʑで͋ͬͨこͱから柱穴列ͱ͸൑அしなかͬͨ。

Ҏ下、主な検出遺構ͱ出土遺物にͭいͯઆ໌͢Δ。
୦݀�ʢॅډʣ

ᶗ۠の南෦からᶘ۠のほ΅શҬにかけͯ検出されͨ。方ܗ基調の平面ܗをఄ͢Δが、調査ൣғ಺で͸
Կれのコーφー΋確認できなかͬͨ。北ͱ西のน面が検出され、྆นࡍでน周溝を確認しͯいΔ。北น
に͸փ৭೪土で構ஙされͨカマドが෇くが、大෦分が調査۠֎に位ஔ͢ΔͨΊ、ขきޱやԎ道なͲ಺෦
の調査͸行えなかͬͨ。షりচの্面͸硬化しͯおり、カマド前面の硬化が࠷΋ݦ著で͋ͬͨͱߟえら
れΔ。চ面্で͸西นにԊͬͯ2ຊの主柱穴が確認でき、柱穴ͱ周溝の造り替え状گから、গなくͱ΋
1ճ͸西นの֦ுを൐う建ͯ替えが行われͨこͱがਪଌできΔ。カマドを前方にͨݟ৔߹の主軸方位͸
̣10°̬ を͢ࢦ。

南ͱ東が調査ൣғ֎にଓくͨΊશମのن໛͸ෆ໌で͋Δが、カマドや柱穴の位ஔを基४に൓స෮元
をࢼみΔͱ東西9̼ʷ南北6̼の௕方ܗϓϥンに෮元できΔ。6ʷ6̼のਖ਼方ܗϓϥンでカマドが北นの
東寄りに位ஔしͯいͨՄೳੑ΋૝ఆできΑう。確認面から20 ～ 25ᶲのਂさでচ面にୡし、চ面ඪߴ͸
35.55 ～ 35.6̼前後でਪҠ͢Δ。主柱穴͸建ͯ替え後の΋のでচ面から80 ～ 90ᶲのਂさを΋ち、ఈ面
で͸柱౰ͨりͱࢥしき௚15ܘᶲほͲの硬化面が遺ଘしͯいͨ。柱間ڑ཭͸290ᶲをଌΔ。建ͯ替え前の
柱穴͸ۇかにઙくఈ面ඪߴが34.9 ～ 35.0̼をଌり、柱間ڑ཭͸270 ～ 280ᶲ前後で͋ͬͨͱߟえられΔ。
চ下から掘り方ఈ面まで͸5 ～ 15ᶲをଌり、竪穴の中ԝ෦Αり΋นࡍの方がਂかͬͨ。

竪穴2の出土遺物͸、ਤ6�1 ～ 24にࣔしͨ。෴土からの出土遺物がຆͲで͋り、চ面での࢖用状ଶを
ྉ͸օແで͋ͬͨ。カマドの周辺で͸่落೪土中Αり土師器ᙈなͲの遺物が出土しͯいΔが、೩ࢿ͢࢒
ম෦の掘࡟にٴんでいないこͱからカマドでの࢖用を໌確に೺ѲしಘΔ遺物͸なかͬͨ。個ʑの遺物に
ͭいͯのৄࡉ͸、表1をࢀরされͨい。

ઌड़の出土状گにՃえͯܗ׬品΋શくないこͱから年代のࢦඪͱしͯ͸物଍りないが、16の東ւ産
須恵器ᆀ਎͸෮元࠷大ܘが10.6ᶲͱ小ৼりで֖डけのฦり΋୹小化しͯいΔので、この種のࢿྉ（ᆀ̝）
ͱしͯ͸ൺֱత৽しい7世紀第3࢛半期頃の所産ͱߟえられΔ。Ճえͯ10 ～ 12ŋ15の土師器ᙈ͸古墳時
代後期のέズリᙈΑり΋後出తで͋Δ૬໛ܕᙈにؚΊಘΔので、7世紀後葉～຤の所産ͱ൑அできΔ。
土師器ᆀの༷૬΋ؚΊ、ຊ遺構͸7世紀後葉に͸廃絶しͯ埋຅աఔにೖͬͯいͨこͱがਪଌできΔ。
୦݀�ʢॅډ ʣ

ᶘ۠の西นࡍで検出されͨ、西へ向けͯの落ち込みで͋Δ。東ଆ͸竪穴2に੾られͯいΔこͱから、
東西1̼、南北1.5̼ఔ度のൣғを確認できͨにա͗ない。落ち込みのܗ状や෴土༷૬͸竪穴2にྨ͢ࣅ
Δが、検出できͨ෦分のみで͸遺構の۩ମతな༷૬͸ෆ໌で͋Δ。確認面から͸20ᶲほͲのਂさを΋ち、
ఈ面ඪߴ͸35.6̼前後でਪҠ͢Δ。

ຊ遺構の出土遺物͸ਤ6�25 ～ 30にࣔしͨ。小ยばかりで͋ΔͨΊ۩ମతな年代؍をݟ出͢の͸೉し
いが、7世紀前半～中頃のࢿྉが࠷΋৽しい΋のͱߟえられΔ。30のߴᆀ٭෦͸、古墳前期の所産か。
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୦݀�ʢ஍ׂΕ ʣ
ᶗ۠の北西۱で検出されͨ、北に向けͯの落ち込みで͋Δ。南北160ᶲほͲが確認できͨ΋のの遺構

の大෦分が調査۠֎にଓくͨΊશମのܗ状やن໛͸ෆ໌で͋Δ。確認面から25ᶲのਂさ、ඪ35.4̼ߴ
まで掘り下͛ͨがఈ面に͸ୡせͣ、下位にਐむほͲ෴土がೈ࣭なローム土に変Ҡ͢Δ༷ࢠがͯݟऔれͨ
こͱから、人ҝにΑΔ遺構で͸なく、地割れなͲࣗવཁ因の落ち込みで͋Δͱ൑அしͨ。この位ஔから
北に20̼ほͲ向かうͱࣼ面地ͱなΔこͱから、地਒や߱Ӎのࡍに͸小ن໛な地割れが生じқい土地で
͋ͬͨこͱがਪ࡯できΔ。্位の෴土に͸、硬化土のϒロッΫがࠞೖ͢Δ。

ຊ遺構の出土遺物͸ਤ6�31にࣔしͨ。器ܗŋ調੔から古墳時代前期の小ߴܕᆀ٭෦ͱݟられΔ。
Խ໘ߗ

ᶗ۠の南෦、竪穴2の北ଆに位ஔ͢Δ。南ଆ͸竪穴2に੾られ、西ଆ͸調査۠֎にଓく。東西2.9̼、
南北2.8̼の޿がりを確認しͨ。硬化面্のඪߴ͸35.7̼前後でਪҠし、層ް10 ～ 25ᶲの҉׊৭土で
構成されΔ（ਤ3�11層）。શମにకまりのڧい土層だが、্面の硬化がݦ著で͋ͬͨ。அ面࡯؍で͸竪
穴1（地割れ ）で北෦が੾られͯいΔこͱを確認しͨ。竪穴の෴土্位にࠞೖしͨ硬化土ϒロッΫ͸、
ຊ硬化面の構成土が่れͨ΋のͱߟえられΔ。

図４　竪穴２（住居）
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4　暗褐色土　ࠍࠢ࠶ࡠࡉࡓ࡯ࡠ多量に฽ޔߺ✦߹りᒝい。⾍りᐥ。

P6

P
6
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ຊ遺構にͭいͯ͸竪穴住居のషりচͱߟえΔのが࠷΋ཧղしや͢いが、調査ൣғのগなさや遺構間の
ॏෳが著しいこͱ΋૬ေͬͯカマドやน周溝ŋ柱穴なͲ෇ଳࢪઃのࠟ跡͸確認できなかͬͨ。

硬化面্෦で͸ਤ6�36にࣔしͨ土師器ߴᆀの٭෦が出土しͯいΔ。ؼ属関܎がᐆດなͨΊ、遺構֎
の出土ࢿྉͱしͯఏࣔしͨ。

図５　竪穴２（住居）カマド
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1　暗褐色土　✦߹りやや޽りޔ☼ᕈᒙい。⍾粒ᷙ౉。

2　暗褐色土　ࡓ࡯ࡠ粒ዋ量。✦߹りやや޽り。

3　暗褐色土　ࡓ࡯ࡠ粒やや多い。✦߹り޽り。

3̡暗褐色土　ࡓ࡯ࡠ粒多い。✦߹り޽り。

4　暗褐色土　灰色☼土ᷙ౉。

5　灰黄色土　☼土。ࠞ࠼ࡑ᭴▽土。

�　暗褐色土　ࡓ࡯ࡠ粒ዋ量ޔ὾土粒微量。✦߹りᒙい。

�　暗褐色土　ࠢ࠶ࡠࡉࡓ࡯ࡠ多量。上面⎬化。⾍りᐥ。

�̡暗褐色土　�層より✦߹りᒝޔߊ☼土粒ᷙ౉。

�̢暗褐色土　̡�࡮�層より✦߹りᒙい。　

（カマド掘り方）
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図６　出土遺物（１）

౔޵ŋϐοτ
土坑ŋピット͸遺物が出土しͨ΋ののみ番号を෇しͨ。ᶗ۠で検出されͨ11͸ଞの遺構Αり΋෴土

がೈ࣭でఈ面に向けͯઌࡉりになΔこͱから、ൺֱత৽しいࠟ跡（山Ҷの࠾औ穴なͲ）ͱߟえͨ。この
ଞの遺構にͭいͯ͸竪穴2なͲͱۙࣅしͨ෴土༷૬ͱ認ࣝできͨこͱから、古墳時代～古代の所産ͱਪ
ଌしͯいΔ。਺基のピット͸௚ઢ্、まͨ͸௚行方向にฒぶΑうに΋ͯݟऔれΔが、調査ൣғがڱいこ
ͱ΋͋ͬͯ౳間ִでฒぶ確࣮な柱穴列͸ந出できなかͬͨ。遺構個ʑの特௃にͭいͯ͸આ໌をলくので、
ਤ3をࢀরされͨい。

土坑ŋピットの出土遺物͸ਤ6�32 ～ 34にࣔしͨ。32͸古墳時代前期の4字状ޱԑ台෇ᙈのޱԑ෦ย。
35͸಺֎面にࠇ৭ॲཧをॣ͢ࢪ東ܥの土師器ᆀで、7世紀代の所産ͱݟられΔ。
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表１　出土遺物観察表
遺物
番号 種別 器種 ๏ （ྔᶲ） ͦのଞの特௃ܘޱ ఈܘ 器ߴ

出土遺物（1）（ਤ6）
1 土師器 ᆀ 	13.2
 ᴷ 4.0 1�3　଻土�ඍ࣭࠭。੺৭᛽、ന৭਑状物࣭　৭調�୶ᒵ׊৭
2 土師器 ᆀ 	10.6
 ᴷ 3.5 1�3　଻土�小᛽、֯ર石　৭調�୶ᒵ৭
3 土師器 ᆀ 	12.8
 	10.5
 3.1 1�8　଻土࣭࠭ࡉ�　৭調�ᒵ৭

4 土師器 ᆀ 	10.6
 ᴷ 2.6 1�8　଻土�ന৭小᛽　৭調�੺׊৭　ޱԑ෦֎面～಺面શମを੺࠼　
ൺܕا

5 土師器 ᆀ 	12.8
 ᴷ <2.7> ৭׊଻土�֯ર石　৭調�ᒵ　1�6ޱ
6 土師器 ᆀ 	9.7
 ᴷ 3.1 1�4　଻土�ඍ࣭࠭。׊৭εコリア　৭調�ᒵ׊৭　಺面�์ࣹ状҉文

7 土師器 ᆀ 	12.4
 ᴷ <2.7> ৭׊ࠇ～৭׊଻土�៛ີ。ඍ࣭࠭。ന৭਑状物࣭　৭調�ᒵ　1�6ޱ
಺面์ࣹ状҉文

8 土師器 ᆀ ᴷ ᴷ <2.5> ৭　಺面์ࣹ状҉文׊ર石　৭調�ᒵ֯。࣭࠭ࡉ�଻土　1�6ޱ

9 土師器 ᆀߴ ᴷ ᴷ <7.7> ৭　֎面׊ࠇ～৭׊のみ（୺෦ܽ）　଻土�៛ີ。֯ર石　৭調�ᒵ٭
φσ

10 土師器 ᙈ 	23.8
 ᴷ <10.8> 　৭εコリア׊、಑্1�4　଻土�៛ີ。ඍ࣭࠭。ന৭਑状物࣭～ޱ
৭調�ᒵ৭

11 土師器 ᙈ 	22.6
 ᴷ <8.4> ৭׊Ӣ฼ඍཻ　৭調�ᒵ。࣭࠭ࡉ�଻土　1�6ޱ

12 土師器 ᙈ 	18.9
 ᴷ <6.8> ～৭　಑෦֎面׊ર石　৭調�ᒵ֯、ཻؠట。࣭࠭ࡉ�଻土　1�6ޱ
変ࠇԑ෦಺面ޱ

13 土師器 ᙈ ᴷ 	6.2
 <5.0> ఈのみ　଻土࣭࠭ࡉ�。֯ર石　৭調�ᒵ׊৭　಺֎面ऑいϔϥϛΨ
Ω

14 土師器 ᙈ ᴷ 5.2 <3.8> ఈ׬ଘ　଻土�ඍ࣭࠭。៛ີ　৭調�ᒵ׊৭～׊ࠇ৭　಺ఈ面にഗ෇
ண

15 土師器 ᙈ ᴷ 	9.6
 <6.6> ఈ1�3　଻土�ඍ࣭࠭。ന৭਑状物࣭　৭調�ᒵ׊৭

16 須恵器 ᆀ ܘ大࠷
（10.6） ᴷ 2.7 1�2ऑ　଻土�៛ີ　৭調�୶փԫ৭　ఈ෦֎面ճసϔϥέズリ

状ᆀ਎（ᆀ)）ࢠ߹　西産ބ
17 須恵器 ᆀ֖ ᴷ ᴷ <1.6> 天井周辺　଻土�៛ີ。ന৭ཻ࠭　৭調�փ৭
18 須恵器 ᆀ֖ ᴷ ᴷ <1.9> �小ย　଻土�៛ີ。ന৭ཻ࠭　৭調ޱփ৭
19 須恵器 ᆀ֖ ᴷ ᴷ <2.3> 小ย　଻土�៛ີ。ന৭ૈ࠭　৭調�փ৭ޱ
20 須恵器 ᆀ֖ ᴷ ᴷ <1.0> 小ย　଻土�៛ີ。小᛽　৭調�փ৭ޱ

21 須恵器 ළ ᴷ ᴷ ᴷ ಑小ย　଻土�やや࣭࠭。ࠇ৭ඍཻ　৭調�փ৭　֎面に྘փ৭のࣗ
વᬵ　ބ西༼産　ϑϥεコළPS平ළ

22 ロΫロ
土師器 ᆀ 	9.4
 ᴷ <2.7> ৭׊଻土�ඍ࣭࠭。ന৭਑状物࣭、֯ર石　৭調�ᒵ　1�8ޱ

23 土師器 ᆵPSᙈ ᴷ ᴷ <3.0> ԑかޱ৭　ંりฦし׊小ย　଻土�ૈཻ࠭　৭調�にぶいᒵޱ

24 石製品 ౐石 ௕さ
4.5 ෯4.0 ްさ

3.2 用࢖か　86H　4面をܗ׬

25 土師器 ᆀ ᴷ ᴷ ᴷ ৭׊小ย　଻土�ඍ࣭࠭　৭調�ᒵޱ
26 土師器 ᆀ ᴷ ᴷ ᴷ ࠼ԑ෦֎面～಺面੺ޱ　৭׊小ย　଻土�ന৭ඍཻ࠭　৭調�੺ޱ

27 土師器 ᆵ ᴷ ᴷ <3.0> ์）৭　಺面ૈいλςϔϥϛΨΩ׊小ย　଻土�֯ર石　৭調�ᒵޱ
ࣹ状）

28 土師器 ᴷ ࠋ ᴷ <10.8> ৭　಺׊ࠇ～৭׊಑্小ย　଻土�小᛽、֯ર石　৭調�にぶい～ޱ
֎面ࠇ変಑෦֎面φσ

29 須恵器 ᆀߴ ᴷ ᴷ <5.4> ଻土�៛ີ。石ӳཻ、ന৭᛽　৭調�փ৭ϔϥ੾り　（୺෦ܽ）1�4٭
にΑΔ௕方ܗεリット

30 土器 ᆀߴ ᴷ ᴷ <6.5>  ৭׊のみ（୺෦ܽ）　଻土�ૈ࠭、֯ર石。　৭調�ᒵ٭
ԁܗのಁ1޸ ϲ所

31 土師器 ᆀߴ ᴷ 	9.5
 <3.7> ࠼৭　֎面੺׊৭～੺׊଻土�ૈ࠭、֯ર石　৭調�にぶい　1�3٭
32 土器 ᙈ 	17.8
 ᴷ <1.8> ԑ（台෇ᙈ）ޱ৭　4字状׊଻土�ૈཻ࠭、Ӣ฼ཻ　৭調�੺　1�8ޱ
33 土師器 ᆀ ᴷ ᴷ ᴷ 小ย　଻土�៛ີ。ඍཻ࠭　৭調�ᒵ৭ޱ
34 土師器 ᙈ ᴷ 	7.2
 <2.3> ఈ1�2ऑ　଻土�ૈཻ࠭　৭調׊�৭　֎面�ഗ෇ண

35 土師器 ᆀ 	12.8
 ᴷ 3.3 1�2ऑ　଻土�ᒵ׊৭。ඍ࣭࠭。ന৭ඍ࠭、֯ર石　৭調ࠇ�৭
ॣ東ܥ

36 土師器 ᆀߴ ᴷ ᴷ <6.7> ৭׊のみ（୺෦ܽ）　଻土�៛ີ。ന৭਑状物࣭、֯ર石　৭調�ᒵ٭

37 土器 ᆵ ᴷ ᴷ ᴷ ಑小ย　଻土࣭࠭ࡉ�。֯ર石、石ӳཻ　৭調�ᒵ׊৭಑෦֎面୯અ
3-ೄ文ʴ4字状݁અ文3段　文༷ଳҎ֎͸੺࠼ ʴϔϥϛΨΩ
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ͦͷଞͷग़౔Ҩ෺
ਤ6�35 ～ਤ7�54に͸遺構Ҏ֎で出土しͨ遺物をͨ͛ܝ。古墳時代後期の遺物が中৺ͱなΔが、弥生

後期のᆵܗ土器（37ŋ38ŋ46）や平҆時代のロΫロ土師器（51）、中世後期のかわらけŋ陶器（44ŋ50）なͲ
が͝くগྔながらؚまれͯおり、رബながら֤時代におけΔ土地利用の跡をӐうこͱができΔ。

遺物
番号 種別 器種 ๏ （ྔᶲ） ͦのଞの特௃ܘޱ ఈܘ 器ߴ

出土遺物（2）（ਤ7）

38 土器 ᆵ ᴷ ᴷ ᴷ
಑小ย　଻土࣭࠭ࡉ�。֯ર石　৭調׊�৭～׊ࠇ৭ 
಑෦֎面ࣃڒ状௜ઢ۠ը಺に୯અ-3ೄ文ॆర　文༷ଳҎ֎͸φφ
ϝϋέˠϔϥϛΨΩ

39 土師器 ᆀ 	13.4
 ᴷ 	3.1
 1�4ऑ　଻土�୶׊৭。៛ີ。ࠞೖ物ຆͲなし　৭調׊ࠇ�৭
40 土器 ᙈ 	17.3
 ᴷ <4.5> ৭׊1�8ऑ　଻土�ന৭਑状物࣭、֯ર石　৭調�ᒵޱ

41 土師器 ᴷ ࠋ ᴷ <6.4> 　小ย　଻土�៛ີ。ന৭਑状物࣭、֯ર石　৭調　ᒵ৭ޱ
಑෦֎面λςϔϥέズリ

42 土師器 ᙈ ᴷ ᴷ <5.9> ৭ॲཧʴࠇ৭　಺面ࠇ�փ৭׊�小ย　଻土�ඍ࣭࠭。៛ີ　৭調ޱ
ϤコϔϥϛΨΩ　಑෦֎面φφϝϔϥέズリ

43 土師器 ᙈ ᴷ ᴷ <5.0> 変ࠇ৭　಑෦಺面׊ર石　৭調�੺֯。࣭࠭ࡉ�小ย　଻土ޱ

44 土器 ロΫロ
かわらけŋ大 ᴷ ᴷ 3.1 1�8Ҏ下　଻土�ඍ࣭࠭。֯ર石　৭調�୶ᒵ৭

45 石製品 ౐石 ௕さ
3.4

෯
<3.2>

ްさ
2.0 ີ៛用　ന৭ŋ࢖ଘ཰ෆ໌　表面1面を࢒

46 土器 ᆵ ᴷ ᴷ ᴷ ಑小ย　಑෦֎面に۳ඳきのコンύε文ͱԣઢ文　山中式ܥŋ在地
産

47 土器 ᆀߴ ᴷ ᴷ <3.5> ৭׊のみ（୺෦ܽ）଻土�ૈཻ࠭、֯ર石　৭調�ᒵ٭

48 土師器 㡜 	13.4
 ᴷ <6.0> 1�3　଻土�ന৭ཻ࠭　৭調�੺׊৭～׊ࠇ৭
変ࠇମ෦֎面　࠼ԑ෦֎面～಺面શମに੺ޱ

49 土師器 ᆀ ᴷ ᴷ ᴷ ԑ෦֎面～಺面ޱ　৭׊৭～੺׊�小ย　଻土�ന৭ඍ࠭　৭調ޱ
に੺࠼

50 陶器 ԑᬵࡼ ᴷ ᴷ <1.9> ৭׊ࠇ�小ย　଻土�փԫ৭。ややૈ　ᬵ調ޱ

51 ロΫロ
土師器 ᆀ 	11.4
 ᴷ <2.5> ৭׊଻土�ന৭਑状物࣭　৭調�ᒵ　1�6ޱ

52 土師器 ᙈ ᴷ 	7.0
 <3.2> ఈ1�3　଻土�ന৭਑状物࣭　৭調׊�৭

53 土製品 用్ෆ໌ ௕さ
<3.9>

௚ܘ
2.4

ܘ޸
0.1 ～

0.7
৭׊ଘ཰ෆ໌　଻土�ૈཻ࠭　৭調�୶ԫ࢒

54 石製品 ౐石 ௕さ
<3.7> 2.2 1.5 ଘ཰ෆ໌࢒

図７　出土遺物（２）
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表２　出土遺物カウント表

地۠ 面ŋ層位 遺構 層位 土師器 須恵器 ロΫロ
土師器

ᆀ

弥生土器PS
古式土師器

ᆀ ᆀߴ ᙈ ࠋ 小ย ᆀ਎ ᆀ֖ ᆀߴ ළ ᙈ ᆵ ᙈ ു ᆀߴ
ᴷ ᴷ 表࠾ ᴷ 30 1 68 1 20 1
ᶗ ᴷ 掘時ࢼ ᴷ 4 20 20 9 3 1

ᶗ֦ 表土 ᴷ ᴷ 1 12 1 4
ᶗ แؚ層 ᴷ ᴷ 23 104 2 1 1 16
ᶗ 1面 ᴷ ᴷ 3 1 29 2
ᶘ แؚ層 ᴷ ᴷ 25 1 198 4 3 2 1 21 2
ᶘ 表土 ᴷ ᴷ 8 27 14 1 4 3 1
ᶘ 51্層 ᴷ ᴷ 1
ᶘ 1面 ᴷ ᴷ 1 1
ᶗ 1面 竪穴1 ෴土 1 2
ᶗ 1面 竪穴2 ෴土 8 18 50 1 12 4
ᶘ 1面 竪穴2 ෴土 70 2 396 44 1 6 1 2 4 36 9 3
ᶗ 1面 竪穴2カマド ᴷ 5 15
ᶗ 1面 竪穴2 掘り方 4 7 1
ᶗ 1面 竪穴3 ෴土 13 30 1
ᶘ 1面 竪穴3 掘り方 1 13 1 1 1 1
ᶘ 1面 土坑1 ෴土 1 17 2 1
ᶘ 1面 土坑2 ෴土 1 1
ᶗ 1面 ピット1 ෴土 3
ᶗ 1面 ピット2 ෴土 2
ᶗ 1面 ピット3 ෴土 1 7
ᶘ 1面 ピット5 ෴土 1
ᶘ 1面 ピット6 ෴土 1

地۠ 面ŋ層位 遺構 層位
ೄ文土器 ロΫロ ੉戸 ৗ׈ 土製品 石製品 మ 人ࠎ

ਂു ു かわらけ ෹՚ළ ԑᬵ小ࡼ ു ᙈ 土਴ ౐石 మᕥ ʁ
大ŋ小 মࠎ

ᴷ ᴷ 表࠾ ᴷ 7 1 1 1 1 1
ᶗ ᴷ 掘時ࢼ ᴷ 1

ᶗ֦ 表土 ᴷ ᴷ 3
ᶗ แؚ層 ᴷ ᴷ 1
ᶗ 1面 ᴷ ᴷ
ᶘ แؚ層 ᴷ ᴷ 1 10 1 1 2 1 1 1
ᶘ 表土 ᴷ ᴷ 16 1 1
ᶘ 51্層 ᴷ ᴷ
ᶘ 1面 ᴷ ᴷ
ᶗ 1面 竪穴1 ෴土
ᶗ 1面 竪穴2 ෴土 1 1 1
ᶘ 1面 竪穴2 ෴土
ᶗ 1面 竪穴2カマド ᴷ
ᶗ 1面 竪穴2 掘り方
ᶗ 1面 竪穴3 ෴土
ᶘ 1面 竪穴3 掘り方
ᶘ 1面 土坑1 ෴土 1 1
ᶘ 1面 土坑2 ෴土
ᶗ 1面 ピット1 ෴土
ᶗ 1面 ピット2 ෴土 1
ᶗ 1面 ピット3 ෴土
ᶘ 1面 ピット5 ෴土
ᶘ 1面 ピット6 ෴土
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第五章　調査成果のまとめ

いൣғでの調査ͱなͬͨが、ͦの中で΋古墳時代を中৺ͱ͢Δೱີな遺構ల։をڱճ͸໿40㎡ͱࠓ
確認͢Δこͱができͨ。

調査۠の南෦で検出されͨ竪穴2͸、カマドやషりচ硬化面ŋ柱穴のଘ在から竪穴住居で͋Δこͱ͸
確࣮で͋Δ。大෦分が調査۠֎へଓき北西ଆ1�3ほͲが検出できͨのみで͋Δが、一辺6̼前後（Ҏ্）
ͱいう大Αͦのن໛͸೺Ѳできͨ。෴土中の出土遺物から͸、7世紀後葉に͸廃絶ŋ埋຅աఔにೖͬͯ
いͨで͋Ζうこͱがਪ࡯できΔ。古墳時代後期で΋ऴ຤段階の遺構ͱいえΑう。

ͦのଞの竪穴や硬化面、遺物แؚ層から΋ಉ時期の遺物がଟく出土しͯおり、ຊ地఺周辺に౰֘期の
集落が޿がͬͯいͨこͱをӐわせΔ成Ռͱなͬͨ。台山遺跡で͸աڈの調査で΋古墳後期に属͢Δ住居
の発ྫݟがଟく、ٰྕ্を中৺にൣ޿ғでの集落ల։をͯݟऔΔこͱができΔ。一方、ຊ遺跡で͸古墳
時代中期や奈良時代に属͢Δ住居の発ྫݟ΋͋り、弥生中期後半から平҆時代までの遺構ŋ遺物΋ଟく
発ݟされͯいΔ。このΑうに、台山遺跡͸時間軸ͱいうࢹ఺から౰地Ҭの社会ಈ向をߟえΔ্で΋وॏ
な遺跡ͱいうこͱができΔ。ࠓのͱこΖ఺తな調査ばかりでこうしͨ໰୊を࿦じΔに͸ࢿྉෆ଍のײが
൱Ίないが、ࠓճのΑうに小ن໛な調査で΋積みॏͶΔこͱで、֤時期におけΔ遺構のۭ間త޿がりͱ
時間తফ௕が次第に໌らかになͬͯ行くこͱだΖう。

台山遺跡から北西にଓくٰྕ地においͯ΋、ਫ道山遺跡や天神山৓で弥生後期～平҆時代の集落や遺
物集中ͱいͬͨ調査成Ռがڍがͬͯおり、周辺の山࡚地۠͸鎌倉市Ҭで΋古墳後期のԣ穴ุのີ集地ͱ
しͯ஌られͯいΔ。や͸り調査ŋ報告ྫがগないͨΊࠓ΋ͬͯ遺跡のશମ૾をޠれΔ段階に͸ないが、
。のਂ化が期଴されΔ地Ҭで͋Δこͱ͸ٙいないڀݚしͨ٭ྉの஝積ͱެ։にཱࢿ、後の調査΋ؚΊࠓ

˞出土しͨ須恵器の年代؍にͭいͯ͸、Ҏ下の文ݙをߟࢀͱしͨ。
　ླ木හଇ　2004　ʮ第5ষ 第2અ　੩Ԭ県下の須恵器編年ʯ　h ༗ۄ古༼ 　ɦ඿দ市教育員会
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付編　台山遺跡のテフラ
（ύϨΦ・ϥϘ）ٱ　ࠜ౻

１．はじめに
台山遺跡͸、鎌倉市台字西ノ台1418番10の市಺北෦の台地্に位ஔ͢Δ。発掘調査で͸、ςϑϥͱ

ྉにͭいͯ࣪式ᝲ分けを行い、ॏ߭物おΑͼܰ߭物૊ࢼわれΔଯ積物が検出されͨ。ここで͸、このࢥ
成を調΂ͨ。

２．試料と方法
分ੳࢼྉ͸、台山遺跡の発掘調査で࠾औされͨࢼྉ1఺で͋Δ（表1、ਤ൛1�1）。このࢼྉ͸、古墳

時代຤の竪穴住居ͱピットを検出しͨ後、چ石器時代の遺跡ͱଯ積層ং確認を行うͨΊに、地表Αり໿
2̼掘り下͛ͨ土層から࠾औしͨࢼྉで͋Δ。

表１　分析試料とその特徴
分ੳ/P. ྉࢼ ྉの特௃ࢼ

1 ᶅ ཻ৭（10:3 6�6）׊৭（10:3 3�3）シϧト࣭೪土、໌ԫ׊҉ ～）ࢠ 3NN）ࠞ じΔ

。ྉ͸、Ҏ下の方๏でॲཧしͨࢼ
ࣗવ࣪५状ଶ22.25Hఔ度をടྔしͨ後、1П（0.5NN）、2П（0.25NN）、3П（0.125NN）、4П（0.0063NN）

の4ຕのᝲをॏͶ、ྲྀਫ下で࣪式ふΔい分けを行ͬͨ。ͦれらをס૩後、4Пᝲ࢒ᕓにͭͯ、ॏӷ（ς
トϥϒロϞエλン、ൺॏ2.96）を用いͯॏ߭物ͱܰ߭物に分཭しͨ。ॏ߭物おΑͼܰ߭物͸、ϓϨύϥー
トを࡞製しͨ後、ภޫݦඍڸ下で߭物ཻࢠをಉఆ、ܭ਺し、߭物૊成をٻΊͨ。

ॏ߭物͸、ࣼ 方ً石（0QY）、୯ًࣼ石（$QY）、֯ ર石（)P）、磁మ （߭.BH）、ෆ （໌0QR）に分 。਺しͨܭྨ・
まͨ、ܰ߭物͸、石ӳ（QV）、௕石（1M）、Ր山Ψϥε（ܗଶ別）、ෆ （໌0QR）に分ྨ・ܭ਺しͨ。Ր山　
Ψϥεのܗଶ͸、町ా・৽井	2003
の分ྨ基४にैͬͨ。

なお、ؚਫ཰をٻΊΔͨΊに、10Hఔ度をৠ発ࡼに࠾औし、߃Թס૩機110ˆ、24時間ס૩しͨ。

３．結果と考察
Ҏ下に、֤ࢼྉの࣪式ᝲ分け݁Ռ、ܰ߭物૊成おΑͼॏ߭物૊成の݁Ռをࣔ͢。

ʦ分ੳ/P.1（ࢼྉᶅ）ʧ
΋ଟかͬ࠷ᕓが࢒ྉ͸、ؚਫ཰（�）が60.09�で͋ͬͨ。࣪式ᝲ分けしͨ݁Ռ、1Пᝲࢼ （ͨ表2）。
1Пᝲ࢒ᕓの࣮ମݦඍ࡯؍ڸで͸、׊మ߭のύΠϓ状（ߴ師小ૐ）ͱͦのഁยのみで͋ͬͨ。2Пᝲ࢒

ᕓの࣮ମݦඍڸで͸、׊৭の׊మ߭や磁మ߭、やや発๐しͨࠇփ৭Ր山ؠย、ന৭ؠย、௕石ྨ、ً石
ྨなͲの߭物群がؚまれͯい （ͨਤ൛1�2）。

表２　試料の湿式篩分け・重液分離の結果

分ੳ/P. ؚਫ཰
�

ॲཧס૩
ॏ （ྔH）

ཻ࠭分のཻ度૊成（ॏྔH） ॏӷ分཭	H

1П 2П 3П 4П ܰ߭物 ॏ߭物

1 60.09 13.37 0.0444 0.0066 0.0123 0.0120 0.0064 0.0083 
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ܰ߭物（4П）のภޫݦඍ࡯؍ڸで͸、௕石（1M）が࠷΋ଟく、次いで石ӳ（QV）΋ଟい。Ր山Ψϥε
͸、急ྫྷഁܕࡅϑϨーΫ状Ψϥε（D1）が1個ମ検出され （ͨ表3）。なお、ࠎ਑化石΋ؚまれͯい （ͨਤ
൛1�10）。

ॏ߭物（4П）のภޫݦඍ࡯؍ڸで͸、ࣼ 方ً石（0QY）が࠷΋ଟく、カンϥン石（0M）や୯ًࣼ石（$QY）
͋Δい͸֯ર石（)P）΋ؚまれͯい （ͨ表3）。なお、εコリアཻࢠͱߟえられΔࠇ৭ൗথ࣭ؠย͸、ෆ
の19個ମ中の2個ମで͋ͬ（0QR）ࢠཻ໌ （ͨਤ൛1�9）。

Ҏ্の݁Ռから、このࢼྉ͸、Ր山Ψϥεやεコリアがؚまれないこͱから、ςϑϥのՄೳੑ͸௿い
ͱߟえられΔ。

表3　4Пᝲ࢒ᕓ中の߭物૊成
分ྨ群

分ੳᶺ

石ӳ
	QV


௕石
	1M


ෆ໌
	0QR


ܰ߭物（個਺）
όϒϧ（๐）ܕ ܰ石ܕ 急ྫྷഁܕࡅ

平板状
	C1


:字状
	C2


ણҡ状
	Q1


εϙンジ状
	Q2


ϑϨーΫ状
	D1


մ状
	D2


1 38 74 95 1 

分ྨ群

分ੳᶺ

Ψϥε
ܭ߹

ܰ߭物
の߹ܭ

ॏ߭物（個਺）
ॏ߭物
の߹ࣼܭ方ً石

	0QY

୯ًࣼ石

	$QY

֯ર石
	)P


カンϥン石
	)P


磁మ߭
	.H


ෆ໌
	0QR


1 1 208 62 8 7 11 121 19 228 

引用文献
町ా ༸・৽井๪෉（2003）৽編Ր山փアトϥε. 336Q
 東ژ大ֶ出൛会.
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　図版1　分析試料と鉱物の偏光顕微鏡写真
　1.分ੳしͨࢼྉ　2.2Пᝲ࢒ᕓの࣮ମݦඍࣸڸਅ　3.ࣼ方ً石（0QY）
　4.୯ًࣼ石（$QY）　5.֯ર石（)P）　6.カンϥン石（0M）　7.磁మ （߭.BH）
　8.௕石（1M）　9.εコリアཻࠎ.10　ࢠ਑化石
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図１　試料採取箇所

旧石器確認坑

0 5 10ｍ

(Ｓ＝1/200） 

0 1ｍ

(Ｓ＝1/40） 

試料採取箇所

B0

L1H

B1

①

②

③

④

⑤

35.0ｍ

34.0ｍ

①　黄褐色土　上層よりやや明るい。粒径 5㎜の黒色スコリア多い。

②　黄褐色土　上位がやや明るい。粒径 1～ 3㎜の黒色スコリア多い。

③　暗黄褐色土　①や②の上位に比べて暗い（ように見える）。

　　　　　　　　粒径 1㎜の黒色スコリア微量。

④　暗黄褐色土　③より暗い。粒径 3㎜の黒色スコリア微量。

⑤　暗灰色土　軟質（ボソボソ）。粒径 10 ㎜大の白色軟化粒子多い。

確認坑完掘状況（西から）

土層断面（西から） 下部土層断面（南から）

北 南

①

②

③

④

④

⑤上

⑤下

〔確認坑 東壁断面〕

試料採取箇所
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図版１

１．調査開始前（南から）

２．Ⅰ区 表土掘削状況（北から）

３．Ⅰ区 竪穴２（北から）

４．Ⅰ区 竪穴２ 竈（北から）

５．Ⅰ区 竪穴２ 竈セクション（東から）

６．Ⅰ区 遺構外 遺物出土状況（図 6 － 35）

７．Ⅰ区 遺構外 遺物出土状況（図 6 － 36）

８．Ⅰ区 最終全景（北西から）
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図版２

１．Ⅱ区 竪穴２ 遺物出土状況（南西から）

２．同上 アップ（図 6 － 16）

３．同上 アップ（図 6 － 2）

４．Ⅱ区 竪穴２ （北から）

５．Ⅱ区 竪穴２ 掘り方（北から）

６．Ⅱ区 竪穴３ 掘り方（東から）

７．Ⅱ区 ローム層確認坑 （西から）

８．Ⅱ区 ローム層確認坑 最下層付近アップ（南から）
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図版３
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図版４

表土・試掘坑
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調査面積
（㎡）

調　査　原　因
所 収 遺 跡 名 所　　在　　地 市町村 遺跡番号

わかみやおおじしゅうへんいせきぐん
若宮大路周辺遺跡群

神奈川県鎌倉市
小町二丁目
２４番１４

14204 242
３５°
１９′
１７″

１３９°
３３′
０５″

20070828
～

20070926
14.50

個人専用
住　　宅

（杭基礎）

おおくらばくふしゅうへんいせきぐん
大倉幕府周辺遺跡群

神奈川県鎌倉市
雪ノ下字天神前

５６２番３０
14204 49

３５°
１９′
２４″

１３９°
３３′
４６″

20071107
～

20071214
26.25 

個人専用
住　　宅

（地盤の表層改良）

わかみやおおじしゅうへんいせきぐん
若宮大路周辺遺跡群

神奈川県鎌倉市
大町一丁目

１０３４番９
14204 242

３５°
１８′
５７″

１３９°
３３′
０５″

20100818
～

20101105
79.81

個人専用
住　　宅

（地盤の柱状改良）

だいやまいせき
台山遺跡

神奈川県鎌倉市
台字西ノ台

１４１８番１０
14204 29

３５°
２０′
１９″

１３９°
３３′
２３″

20140828
～

20141010
40.40 

個人専用
住　　宅

（杭基礎）

所 収 遺 跡 名 種　　別 主　な　時　代 主　な　遺　構 主　な　遺　物 特 記 事 項

わかみやおおじしゅうへんいせきぐん
若宮大路周辺遺跡群 都　市 中　世 溝、板列、土坑、

ピット

かわらけ、国産陶器、
舶載陶磁器、木製品、
金属製品、石製品

13 世紀前葉から 14 世
紀の生活面。土坑から
寄生虫卵を検出。

おおくらばくふしゅうへんいせきぐん
大倉幕府周辺遺跡群 都　市 中　世

溝、土塁状遺構、
道路跡、土坑、
ピット

かわらけ、国産陶器、
舶載陶磁器、木製品、
金属製品、石製品

13 世紀前半～ 15 世紀
の遺構を検出。道路や
溝の軸方位で土地利用
の変遷を確認。

わかみやおおじしゅうへんいせきぐん
若宮大路周辺遺跡群 都　市 中　世

竪穴建物、道路、
井戸、土坑、ピッ
ト

土器、陶磁器、金属製
品、石製品

南北方向の道路を検出。
13 世紀中頃～ 14 世紀
代で 4 段階の造り替え
を確認。

だいやまいせき
台山遺跡 集落跡 古墳時代

竪穴住居、硬化
面、土坑、ピット、
地割れ

土師器、須恵器、石製
品、弥生土器

ローム層を掘り込む竪
穴住居を確認。カマド
を備え、7 世紀後葉に
廃絶。





鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書　32
平成 27 年度発掘調査報告

（ 第 ２ 分 冊 ）

発 行 日　平成 28 年３月 31 日

編集・発行　　鎌倉市教育委員会　　　　　　
印　　　刷　　芝浦エンジニアリング株式会社




	maibun_32-2_03A.pdf
	32_第二分冊p260（248）Original
	32_第二分冊.pdf

	maibun_32-2_03




